
経営分析による企業戦略立案の迅速

化、顧客分析・商品分析による顧客中心型

マーケティングなどを成功に導くためには、

社内に散在する多種多様のデータを、真に

役立つ情報へと統合し、それらのデータ品

質を高度に管理していくことが重要です。

しかし、社内に散在する多種多様なデー

タは、複数のデータベースやレガシーシステ

ム、アプリケーションシステムから集められた

異なる形式のデータであったり、データ間に

関連性がなかったりします。このため多くの

企業ではデータ間の付き合わせがうまくいか

ず、データ間の矛盾が生じることが少なくあ

りません。

例えば名簿上で、「日立 太郎」と「日立

太郎 本部長」と記載された同一会社の

同一人物が別人として扱われるケース、

また同じ顧客でも複数のIDを用いたり

電話番号や住所の表記スタイルがバラ

バラのため正しい集計

結果が得られないといっ

た問題が数多く報告さ

れています。こうした

重複データは、取り引

きや顧客コンタクトの

数に比例して増加する

ため、企業にとって非

常に高い価値を生み出

す顧客に集中する傾向

にあります。このよう

な重複データをコント

ロールできないと、デー

タの最終分析に及ぼす

影響は予想以上に大き

くなってしまいます。

例えば、顧客データベースの不整合に

より、社内の別々の部署から同じ顧客ヘ

同時に提案活動をしたり、顧客で発生して

いる障害を知らずに訪問してクレームを受

けるなど、営業活動での重大な問題が生

じてきます。つまり、今後の企業活動におけ

る顧客満足度向上のためにもデータ・リエ

ンジニアリングの作業は必須となってきて

いるのです。

言うまでもなく情報は、それを構成する

データそのものの信頼性が高くなければ価

値がありません。ビジネス・インテリジェンス・

システムなどを効果的に活用するための統

合データベース構築の第一歩は、参照す

るための正しい情報を確実に提供できる

環境作りから始まります。今までに蓄積され

ているデータの見直しを行うことも必要で

すが、日々発生し追加されるデータをきち

んと管理し、提供する必要があります。こう

した「データ品質管理」を実現する製品と

して、近年注目を集めているのがデータク

レンジングツールです（図1）。

データクレンジングツールとは、データ

の傾向・特性を調査し、データを標準化

しレコード間の類似性を数値的に表すこ

とでデータの管理を行うことを可能とす

るものです。中でもQualityStageは、「分

析・調査」「標準化」「マッチング」「サバイ

バーシップ」といった４つのプロセスを経

ることによって、高度なデータクレンジング

処理を容易かつ効率的に実現すること

ができます（図2）。

まず「分析・調査」プロセスでは、大量デー

タのETL（Extraction, Transformation

and Loading:データの抽出、変換、ロード）

を効率的に行うDataStageによって、複数ソー

スから集められたデータから単語の出現頻

度を調査し単語の構成パターンの割合を検

出。その結果でマッチング基準として信頼性

を検証し、マッチングルールの参考としたりし

ます。「標準化」プロセスでは、標準提供また
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企業内に散在するデータをより速く、より確実に統合するための情報資産管理基盤「DataStage」に、データ品質管理

を実現するデータクレンジングツール「QualityStage」が仲間入り。多種多様なデータを、真に役立つ情報へと磨き上

げることで、大規模データの統合で発生するデータの不整合問題を効果的に解消し、「企業に蓄積されたデータを統合・

集約し、関連付け、価値ある情報として資産化したい」というニーズに応えます。DataStageとQualityStageを適用

した完成度の高いデータコンテンツ（情報資産）の構築により、お客さまのビジネス戦略を成功へ導きます。

DataStageとQualityStageが実現する

戦略的情報活用に向けての
データ・リエンジニアリング

O P E N  M I D D L E W A R E

データの品質管理が重要な課題に 4つのプロセスで段階的に
データクレンジングを実現

図1 クレンジングツール導入例
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は、お客さまがカスタマイズしたルールに基づ

いて、標準化することで、例えば住所であれ

ば都道府県名ばかりでなく、市町村名や建

物名まで「フィールド」の意味づけを正しく解

析します。続く「マッチング」プロセスでは他

のツールで採用されている、パターンベース・

マッチングに比べてクレンジング品質の高い

“確率性に基づくレコードリンク設定理論”を

適用し、単なる一致／不一致だけではなく

比較のスコアを生成することで正確で完成

度の高いレコードのマッチングを実現します

（図3）。最後の「サバイバーシップ」プロセス

では、マッチングされたレコードから“生き残

り”データを決定するルールをGUIベースで

作成しながら、唯一のレコードを生成します。

こうした一連のデータ統合とデータクレンジ

ング処理により、全社に散在する多種多様

なデータを、お客さまの競争力向上に役立

つ、本当に価値ある情報資産へ磨き上げ

ていくことがきます。

QualityStageの機能はDataStageのプ

ラグインとしてシームレスに連携させることが

可能です（図4）。

また、DataStageとQualityStageは使い

やすいGUIで開発が容易にできます。デー

タ規模に応じたスケーラブルなパラレル処理

機能を提供し、大規模データウェアハウスに

よる分析や、全社規模のデータ統合を、必要

なときにすばやく実現できます。

日立は、DataStageの日本語化や品質テ

ストなどを担当する開発パートナーとして、開

発元であるAscential Software,Corp.と協

業し、日本のデータ統合市場の拡大に力を

注いできました。QualityStageもDataStage

同様、その実績とノウハウを生かして日立の

オープンミドルウェアプロダクトとして安心のサ

ポートを提供いたします。お客さまの情報資産

を戦略的に活用し、ビジネスを成功のステー

ジへと導くDataStageとQualityStageを、ど

うぞご活用ください。

22はいたっく2004-5

O P E N  M I D D L E W A R E

お問い合わせ先

日立オープンミドルウェア問い合わせセンター

7 0120-55-0504 利用時間 9:00～12:00、13:00～17:00（土・日・祝日・弊社休日を除く）
E-mail:i-biz@itg.hitachi.co.jp

■ DataStageホームページ
http://www.hitachi.co.jp/datastage/

DataStage開発パートナー
としてのアドバンテージ
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図4 QualityStageを利用したジョブデザイン例
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図2 QualityStageの4つのプロセス

図3 確率性に基づくレコードリンク設定理論によるマッチング例
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